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１ はじめに 

伝染性ファブリキウス嚢病（IBD）は、伝染性ファ

ブリキウス嚢病ウイルス（IBDV）による急性感染症

であり、移行抗体の消失する 3～5 週齢の鶏に多

発7)し、本病に感染すると、ファブリキウス嚢（F嚢）

を中心としたリンパ組織が障害を受け、免疫抑制

により大腸菌症及び封入体肝炎等の他疾病を誘

発する場合がある。IBDV は 2 分節（分節 A 及び

B）の 2 本鎖RNA ウイルスで、分節A には構造蛋

白である VP2 及び VP3、ウイルスプロテアーゼで

ある VP4 がコードされ、このうち VP2 は、病原性

及び抗原性に関与している 2)。VP2 の特定のアミ

ノ酸領域（aa206-350）は変異の多い領域であり、

この領域の塩基配列に基づき、7 つの遺伝子型

（G1～G7）に分類されている 1)。 

今回、県内の肉用鶏農場において、病原性に

関与するアミノ酸変異を伴うワクチン類似株による

IBD が確認されたので、その概要を報告する。 

 

2 症例概要 

 農場はブロイラーを3鶏舎で3.6万羽を飼養し、

セミウインドウレスで平飼いの農場であった。鶏種

はチャンキー種で、県外の孵卵場から導入してい

た。導入は3鶏舎を7日間程度で行い、各鶏舎約

50 日齢で出荷後、空舎期間（6 日間）が設けられ

ていた。 

農場のワクチンプログラムは、14 及び 28 日齢

でニューカッスル病、19日齢でIBDワクチン（K株）

を接種していた。 

令和5 年7 月3 日に第2 及び 3 鶏舎で下痢及

び死亡羽数増加（2 羽→60 羽）が確認されたため、

直ちに現場家保が農場立入を行い、鳥インフル

エンザ簡易検査を実施して、全羽陰性を確認した。

その後 7 月 5 日に再度立入し、下痢が続いてい

た 2 号鶏舎で病性鑑定を実施した。 

 

3 材料と方法 

（1）病理学的検査 

2号鶏舎の生鶏3羽（38日齢、No.1～3）を病理

解剖に供した。病理解剖後、定法に従い 10%中性

緩衝ホルマリン液で固定後、組織標本を作製し、

ヘマトキシリン・エオジン(HE)染色を施し、病理組

織学的検査を実施した。また F 嚢の組織切片に

対しマウス抗IBDV92モノクローナル抗体（HyTest 

Ltd.、Finland）を用いた免疫染色を実施した。 

 

（2）細菌学的検査 

肝臓、脾臓、腎臓、心臓、肺を 5%羊血液寒天培

地及びDHL寒天培地で好気培養、小腸内容物を

5％卵黄加変法GAM寒天培地で嫌気培養を実施

した。 

 

（3）生化学的検査 

EDTA 加血液で血液塗抹標本を作製し、メイギ

ムザ染色を実施した。血清で富士ドライケム

NX500V（富士フイルム株式会社、東京）による血

液生化学的検査を実施した。 

 

（4）ウイルス学的検査 

①ウイルス分離 

9～11 日齢の発育鶏卵を用いた尿膜腔接種法

（鳥インフルエンザウイルス（AIV）・ニューカッス

ル病ウイルス（NDV））及び漿尿膜上接種法

（IBDV）を実施した。漿尿膜上接種法は、F 嚢の



10%乳剤を漿尿膜上接種し、37 ℃で７日間継代培

養し、鶏胚の変化を確認した 。 

 ②遺伝子検査 

 肝臓、腎臓、肺、気管、F 嚢の 10%乳剤を作製し、

鶏伝染性気管支炎ウイルス（IBV）、鶏アデノウイ

ルス（FAV）、鶏貧血ウイルス（CAV）、伝染性喉頭

気管炎ウイルス（ILTV）及び IBDV4)の特異的プラ

イマーを用いてPCRまたはRT-PCRを実施した。

分離されたIBDVについては、制限酵素AccⅠ(タ

カラバイオ株式会社、滋賀)を用いたRFLP解析に

よる遺伝子型別を実施した。VP2 領域の塩基配列

解析を国立研究開発法人農業・食品産業技術総

合研究機構動物衛生研究部門に依頼し、分子系

統樹解析を行った。 

 

4 結果 

（1） 病理学的検査 

肉眼所見では全羽で F 嚢の萎縮及び腫大は

認められなかったが、病理組織所見では No.1

及び No.3 において F 嚢のリンパ球の減少及

びマクロファージ浸潤が認められ、IBDV 抗体を

用いた免疫染色では IBDV 抗原の陽性像が病

変部位に一致して認められた（図1）。 

図1.F 嚢の肉眼・組織所見・免染結果（No.1） 

 

（2） 細菌学的検査及び生化学的検査 

好気培養により No.3 の肺から大腸菌が分離さ

れた。血液塗抹では全検体で偽好酸球比増加及

びリンパ球比減少、血液生化学的検査では TP 高

値及び A/G 比低値が認められた。 

 

（3） ウイルス学的検査 

①ウイルス分離 

F 嚢の漿尿膜上接種法では No.1 及び No.3 が

IBDV 陽性となり、接種 7 日目において鶏胚の矮

小化及びカーリングを認めた（表1、図2）。 

表1. ウイルス学的検査結果まとめ 

 

 

 

図2.発育鶏卵接種した鶏胚の様子 

 

②遺伝子検査 

No.1 及び No.3 の F 嚢から IBDV 遺伝子が検

出された（表1、図3）。 

図3.RT-PCR 泳動像（IBDV） 

 

RFLP解析では、2検体で検出されたPCR産物



（474bp）は、制限酵素 AccⅠで 297bp と 177bp に

切断され、ワクチン K 株と同一の切断パターンが

確認された。分子系統樹解析では、既報の従来

型（G1）のウイルス株と同じクラスターに属し、K 株

と近縁であることが判明した（図4)。  

 

図4.分子系統樹解析結果（VP2 領域） 

 

塩基配列解析の結果、分離株 No.1 及び No.3

の塩基配列の相同性は 100%一致したが、分離株

と K 株を比較すると 1 塩基の変異（K 株：チミン、

分離株：グアニン）が確認され、相同性は 99.7%と

なった。この変異により、253 位アミノ酸がヒスチジ

ンからグルタミンに変異した。その他の病原性及

び抗原性に関わるアミノ酸の変異は確認されなか

った。 

 

5 まとめ及び考察 

本症例は、病理学的検査及びウイルス学的検

査結果から、アミノ酸変異を伴うワクチン類似株に

よる IBD と診断した。 

VP2 領域の 253 位アミノ酸のヒスチジンからグ

ルタミンへの変異はIBDVの病原性において重要

とされ 、この 253 位アミノ酸の変異を伴う IBDV の

検出事例は国内でいくつか報告されている 1,2,5,6)。

また SPF 鶏を用いた感染実験においても、鶏内

でワクチン株の継代を繰り返すことで 253 位アミノ

酸の変異が起こり、病原性が増強されることが報

告されている 1,6)。本症例では肉眼的に全羽の F

嚢の萎縮は確認されなかったものの、組織学的

に F 嚢のリンパ球減少及びマクロファージ浸潤並

びに IBDV 陽性抗原が認められた。しかし、今回

の病性鑑定の実施は、死亡羽数増加が漸減して

いる時期だった点及び感染実験による検証がで

きない点を鑑みると、253 位アミノ酸の変異がウイ

ルスの病原性にどの程度の影響を与えたかは不

明である。 

IBDV に感染した鶏は、糞便中に大量のウイル

スを排泄する 7)ことから、本症例では、ワクチン投

与後、鶏から排泄された K 株が環境中に残存し、

その後、再感染に伴い変異が発生した可能性が

考えられた。IBDV はエンベロープを持たない消

毒耐性が高いウイルスであり、0.05%水酸化ナトリ

ウムを添加した pH12.9 以上のアルカリ条件下で

の逆性石鹸製剤が有効であった報告及び石灰乳

の使用によるアルカリ環境が IBDV に有効である

可能性が報告されている 6)。農場への聞き取りで

は、逆性石鹼製剤を使用していたものの、アルカ

リ性製剤の添加や石灰乳は使用していなかった。

洗浄・消毒後の空舎期間は長いほど感染リスクは

低くなり、3 週間程度が推奨されている 3)が、農場

では 6 日間と短かったことから、感染リスクが高ま

っていた可能性が考えられた。洗浄・消毒不足や

乾燥不足により、環境中に残留した IBDV は連続

的な発生の原因となる 7)ことから、有効な消毒方法

で環境中に残留したウイルスを除去し、再感染に

よるウイルスの変異機会を与えないことが重要で

ある 6)。 

IBDV 感染予防のためには、雛への高度の抗

体付与が必要であることから、免疫された種鶏か

らの移行抗体が消失する時期に雛への確実なワ

クチン接種が重要となる 8)。ワクチン接種する際は、

接種前の断水時間、飲水量、飲水時間に留意す

る必要がある。 



分離株では抗原性に関与するアミノ酸の変異

は確認されなかったが、複数のアミノ酸変異がみ

られる抗原変異型（G2）では、従来型（G1）に対す

る中和モノクローナル抗体が結合する抗原決定

基を消失したウイルスであることが確認されており、

従来型（G1）のワクチン効果への影響が懸念され

る 1,4)。分離株は従来型（G1）であり、抗原性に関

与するアミノ酸の変異は確認されなかったことか

ら、抗原性への影響はないと推測され、農場で使

用しているワクチン K 株は、分離株に対して効果

が期待できると考えられた。 

以上のことから、本病の再発防止のためには、

ウイルスの環境中への残留を防ぐため、鶏舎環境

の消毒に重点を置いた飼養衛生管理基準遵守を

再徹底するとともに、鶏群への確実な免疫付与を

目的としたワクチン接種を継続していくことが重要

である。 
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